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れる。明治 20 年代から 30 年代に綿織物の原料となる原棉の自由化では，東京高等商業の
福田徳三 vs 東京帝国大学の横井時敬との自由化をめぐる攻防の論戦があった。 
また，1960 年代以降の農産物の自由化政策における小麦の例もある。国際的に高いと言
われていた小麦は自由化によるアメリカからの輸入小麦に太刀打ちできず，麦作がほとんど













第 1 に食料安全保障論を 19 世紀半ばのイギリスの穀物法撤廃に遡って検討し，我が国の食
料安全保障論の歴史的位相を明らかにした。第 2に国民経済においてグローバル化が進展し
ようとも，食料自給率と食料安全保障論が重要な農業政策の根幹であること，第 3にメイン
システムとしての自給率向上策のみならず，サブシステムとしてのバイオマス利活用や担い
手育成，輸出産業形成等が潜在的農業生産力の維持につながり，将来の安全保障論につなが
る可能性を担保するものであることを明らかにした。 
本論文は食料政策研究において食料安全保障論の歴史的位相と新たな政策的視点を解明
した研究であり，審査員一同は博士（経営学）の学位を授与する価値があると判断した。 
